
平成１６年度実施状況について

番号 事業の名称 担当課 事業の概要
現況（Ｈ１５年

度末）
Ｈ１６年度実

績
Ｈ２０年度末の

目標
Ｈ１６年度実施内容

都市経営の基本戦略
のアプローチ

アプローチに関連する取組内
容

226
コンベンション事
業の推進（再掲
p91）

環境経済局
経済政策課

ヒト、モノ、情報などの交流
を通して、地域の国際化や経
済の活性化を図るため、コン
ベンションの開催の宣伝や誘
致、支援などを行います。

推進 推進 推進
観光マップの増刷などを行い
ました。

－ －

227

国際スポーツイベ
ントの開催支援
（2006年バスケッ
トボール男子世界
選手権大会）（再
掲p58）

政策局
スポーツ企画
課

埼玉県を主体として開催され
る「バスケットボール2006年
男子世界選手権大会」の会場
市として県と連携し、大会を
支援します。

構想・検討 推進

開催準備
（17年度～）

開催
（18年度）

2006年FIBAバスケットボール
世界選手権組織委員会と埼玉
県運営支援委員会の一員とし
て、本市の各イベント会場に
おいて大会開催に係る各種
キャンペーン活動を実施しま
した。

－ －

228
さいたまシティ
カップ開催事業
（再掲p60）

政策局
スポーツ企画
課

サッカーＪリーグの浦和レッ
ズ・大宮アルディージャと世
界の強豪クラブチームとの国
際親善試合を埼玉スタジアム
2002で定期的に開催します。

第1回大会開催
（15年度）

第2回大会開催 推進

Ｈ16年7月27日に埼玉スタジア
ム2002において、浦和レッズ
対インテル・ミラノ（イタリ
ア）戦を開催し、57,663人の
入場者数がありました。

－ －

229 国際化推進事業
市民局
国際交流課

さいたま市国際交流協会の運
営に対する支援を行うととも
に、国際交流活動の拠点とな
る（仮）国際交流センターを
整備します。

推進 推進

国際交流セン
ター開設
(17年度)

推進

英文生活便利帳や英文ガイド
マップを作成し、外国籍市民
の生活の利便性を高めまし
た。さいたま市国際交流協会
を財団法人化し、市民レベル
の国際交流・国際協力を推進
しました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化
３  市民活動の支援

さいたま市国際交流協会への
支援を行うとともに、協働に
より国際交流イベントを開催
しました。

230
姉妹・友好都市交
流の推進

市民局
国際交流課

海外の姉妹・友好都市（５都
市）との市民・行政レベルで
の交流を様々な分野で進めま
す。

推進 推進 推進

市民・経済訪問団1団、スポー
ツ少年団4団の派遣を支援し、
市民訪問団1団、スポーツ少年
団1団の受入れを行い、姉妹友
好都市との交流を深めまし
た。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

さいたま市国際交流協会やボ
ランティア団体と協働・連携
して派遣・受入れを行いまし
た。

231

さいたま市・舘岩
村親善ツーデー
マーチの開催
（再掲p59）

教育委員会
体育課

さいたま市民が舘岩村民とと
もに村内を歩き、豊かな自然
や地域文化への理解、健康・
体力づくりをテーマに交流を
図るツーデーマーチを開催し
ます。

参加者
182人

135人 200人
H16年10月9日・10日に実施
し、135名の参加者がありまし
た。

－ －

第１節 世界に開かれた都市づくり

第７章 交流・コミュニティの分野
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平成１６年度実施状況について

番号 事業の名称 担当課 事業の概要
現況（Ｈ１５年

度末）
Ｈ１６年度実

績
Ｈ２０年度末の

目標
Ｈ１６年度実施内容

都市経営の基本戦略
のアプローチ

アプローチに関連する取組内
容

232
人権啓発と人権教
育の推進

総務局
人権政策推進
課
教育委員会
生涯学習振興
課

市民の人権意識の高揚を図る
ため、人権教育及び人権啓発
推進基本計画・実施計画に基
づき、同和問題をはじめとす
る様々な人権問題の解決に向
けて、人権啓発講演会や企業
研修会、公民館人権講座など
を開催するとともに、各種啓
発資料の作成・配布などを行
います。

推進 推進 充実

人権啓発講演会などの啓発事
業を行いました。啓発資料な
どの作成、情報の収集･提供、
教材などを購入しました。人
権教育集会所の五反田会館に
おいて、子ども、成人向けの
各種事業を開催しました。人
権教育推進協議会の実施する
事業に補助を行いました。各
種研修会・集会などを開催し
ました。同和教育推進校連絡
協議会の実施する事業に補助
を行いました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化
３ 市民活動の支援
５ 職員の意識改革
と能力開発

人権啓発講演会をＰＴＡ協議
会と共催で実施しました。人
権教育集会所での各種事業を
行い、市民交流を促しまし
た。人権問題に関する研修や
管理職研修会、人権教育主任
者研修会などを開催し、職員
の意識改革を進めました。

233
国際理解教育・交
流事業（再掲
p51）

教育委員会
指導１課

市立中学校の生徒や本市在住
の高校生などを海外に派遣す
る国際交流活動、外国語指導
助手や地域在住外国人ボラン
ティアによる国際理解教育を
充実します。

外国語指導助手
28名
地域在住外国人
ボランティア
28名

28名

32名

32名

50名

中学生56名をハミルトンに、
市内在住高校生10名をピッツ
バーグに派遣しました。外国
語指導助手28名を雇用し、市
内小学校・中学校・高等学校
へ派遣しました。また、外国
人ボランティア32名が市内小
学校へ延べ333回訪問し、国際
理解教育を推進しました。

－ －

234
世界の恒久平和に
貢献する国際理解
の推進

総務局
総務課

さいたま市平和展や平和図画
ポスターコンクールなどの事
業を実施して市民の国際理解
を深め、世界の恒久平和の実
現に向けて貢献します。

推進 推進 推進

大宮図書館において、平和展
を開催し、戦争資料・写真パ
ネルの展示、図画・ポスター
コンクール作品展示、アニメ
ビデオの上映などを行いまし
た。また、平和図画ポスター
コンクールには、市内の児
童・生徒から597点の作品応募
があり、入賞作品18点を選考
し、入賞作品については、表
彰のうえ、平和展の会場や5区
役所で展示しました。

２ 市民との情報共
有
６ 行政評価システ
ムの構築と運用

平和展開催については、広報
紙のほか、市ホームページを
活用した広報を行いました。
事務事業評価システムの実施
により、開催会場を変更する
などの事業見直しを行い、コ
スト削減が図られ、また、入
賞作品の展示時期を変更する
などの事業見直しを行い、事
務効率化が図られました。

235
男女共同参画施策
の推進

市民局
男女共生推進
課

男女共同参画に関する施策を
総合的・計画的に推進するた
めの基本計画を策定し、男女
共同参画社会の実現のため、
市民・事業者と連携して推進
します。

男女共同参画の
まちづくりプラ
ン策定
(15年度)

推進

推進 推進

男女共同参画のまちづくりプ
ランを推進するため、職員に
対して意識調査を実施し、そ
の結果を踏まえたハンドブッ
クを作成しました。また、男
女共同参画の視点からの公的
広報の手引きを作成し、職員
の意識啓発を図りました。

－ －

第２節 男女共同参画社会の実現
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平成１６年度実施状況について

番号 事業の名称 担当課 事業の概要
現況（Ｈ１５年

度末）
Ｈ１６年度実

績
Ｈ２０年度末の

目標
Ｈ１６年度実施内容

都市経営の基本戦略
のアプローチ

アプローチに関連する取組内
容

236
男女の人権に対す
る意識の啓発

市民局
男女共生推進
課

男女の人権に関する意識啓発
の充実を図ります。特に、女
性に対する暴力は人権侵害で
あることの意識啓発を進め、
あらゆる暴力を根絶するた
め、男女共同参画社会情報誌
や市報、またセミナーなどに
より情報を提供し、被害者に
対する相談・支援体制の整
備・充実を図ります。

推進 推進 推進

情報誌を2回全戸配布し、意識
啓発を図りました。また、DV
防止啓発リーフレット、相談
案内カードを作成・配布しま
した。さらに、女性に対する
暴力を根絶する講演会を開催
しました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

男女共同参画社会情報誌の作
成にあたっては、公募による
市民と市が協働で、企画・編
集を行いました。

237
男女共同参画推進
基盤の充実

市民局
男女共生推進
課

男女共同参画推進基盤の充実
男女共同参画推進センターを
開設し、男女共同参画社会の
実現に向けた、具体的施策を
推進する施設として機能を充
実するとともに、次の事業の
展開を図ります。
・各種団体活動への情報収
集・提供
・総合相談窓口の設置（常
設）
・学習・研修機能の充実
・市民参加による効果的な運
営の検討
・相談施設・児童福祉施設な
ど関連施設との連携や情報提
供

推進

男女共同参画
推進センター
開設

推進

男女共同参画推
進センター開設
(16年度)

充実

各種団体活動へ情報提供をす
るとともに女・男フェスタを
開催しました。また、女性相
談・法律相談・健康相談など
の相談業務を実施しました。
男女共同参画推進センターで
は、オープン記念講演、男女
共同参画週間記念講演、各種
講座、セミナーの実施、セン
ター広報誌の発行などを実施
しました。さらに、DV防止関
係機関連携会議を開き連携を
図りました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

女・男フェスタの企画運営に
あたり、男女共同参画推進団
体との協働により開催しまし
た。

238
苦情の申出・処理
制度の充実

市民局
男女共生推進
課

男女共同参画の推進に関する
施策に対する苦情について、
必要に応じて実施機関に対し
て是正その他の措置をとるよ
う勧告等を行う苦情処理委員
を設置し、苦情処理制度の充
実を図ります。

設置 推進 充実

ホームページに掲載し、苦情
処理制度の普及啓発を図りま
した。なお、平成16年度は苦
情の申出はありませんでし
た。

－ －

239
政策・方針決定の
場への男女共同参
画の推進

市民局
男女共生推進
課

市の審議会などの委員への女
性の積極的な登用を図りま
す。

審議会などの
女性委員の割合
23.5%

23.9% 35%

女性の登用率の低い審議会な
どを所管する関係課に対し、
女性を登用できない理由を調
査するとともに、女性の登用
に努めるよう働きかけまし
た。また、「女性人材リス
ト」の有効活用を庁内に促し
ました。

－ －
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平成１６年度実施状況について

番号 事業の名称 担当課 事業の概要
現況（Ｈ１５年

度末）
Ｈ１６年度実

績
Ｈ２０年度末の

目標
Ｈ１６年度実施内容

都市経営の基本戦略
のアプローチ

アプローチに関連する取組内
容

240

ファミリー・サ
ポート・センター
の充実（再掲
p37、93）

保健福祉局
保育課

仕事と育児の両立を支援する
ため、援助を受けたい会員、
援助をする会員からなる互助
制度であるファミリー・サ
ポート・センターの運営を充
実します。

会員数1,629人

活動件数8,232
件

1,898人

8,838件

2,000人

12,000件

会員数は、1,898人、活動件数
は、8,838件でした。

－ －

241
さいたま市民まつ
りの開催（再掲
p91）

環境経済局
経済政策課

市民相互の交流と融和を図る
ため、市民参加型の複合型イ
ベントとして、イルミネー
ションパレードや市民参加の
パフォーマンスなどによる市
民祭りを毎年開催します。

第1回開催
(15年度)

推進 推進

10月10日にさいたまスーパー
アリーナ・さいたま新都心駅
周辺において「咲いたまつり
2004」を開催しました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化
２ 市民との情報共
有

市、観光ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝﾋﾞｭｰﾛｰ、商
工会議所、青年会議所など市
内各団体で構成した各部門ご
との部会を設置し、イベント
内容を検討しました。旧3市に
またがる竜神伝説と結びつけ
ながら、イベントの展開を進
め、さいたまのイメージ形成
に努めました。専用のホーム
ページを開設し、PRに努めま
した。

242
市民活動団体等支
援事業

政策局
コミュニティ
課

市民の自主的な活動の活性化
を図るため、ＮＰＯやボラン
ティア団体の活動情報の提供
や相互交流の場の創出など、
活動環境の整備を行います。

推進 推進 推進

市民活動推進委員会を設置
し、市民活動の推進と市民と
行政の協働に関する指針の検
討を行うとともに、市民活動
に関するアンケート調査を実
施しました。また、市民活動
団体を紹介するガイドブック
の作成や、市民活動推進シン
ポジウムを開催しました。さ
らに、市民活動と協働に関す
る職員研修を実施しました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化
２ 市民との情報共
有
３ 市民活動の支援

意識啓発のためにシンポジウ
ムや職員研修を実施しまし
た。
NPO法人に対し、アンケート調
査、ガイドブック作成、シン
ポジウム運営についての事業
委託をしました。
市民活動推進委員会の検討状
況について市のホームページ
に掲載しました。
市民活動の情報提供のため
に、団体紹介のガイドブック
を作成しました。
市民活動団体が情報を発信す
る機会や交流する機会とする
ために、シンポジウムを開催
しました。

243
（仮）市民活動サ
ポートセンターの
整備

政策局
コミュニティ
課

ＮＰＯやボランティア団体な
どの活動支援の拠点として、
（仮）市民活動サポートセン
ターを整備します。

構想・検討 事業化検討 推進

当該施設に複数の機能を導入
するため、庁内関係課とス
ペースの共有化などに向けた
検討を行いました。

３ 市民活動の支援
８ 公共施設の適正
配置

整備にあたっては、施設の複
合化やスペースの共有化を図
る観点から、検討を行いまし
た。

244
（仮）プラザウエ
スト建設事業

市民局
プラザウエス
ト

図書館やホール、桜区役所な
どからなる複合施設を道場地
区に建設します。

事業中 事業中
開設
（17年度）

H17年度の開設に向け建設を行
い、H17年3月に竣工しまし
た。

８ 公共施設の適正
配置

多様な市民の交流による地域
の活性化や地域づくりを支援
するため、多機能を備えた施
設の複合化を図りました。

第３節 ふれあいのある地域社会の形成
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平成１６年度実施状況について

番号 事業の名称 担当課 事業の概要
現況（Ｈ１５年

度末）
Ｈ１６年度実

績
Ｈ２０年度末の

目標
Ｈ１６年度実施内容

都市経営の基本戦略
のアプローチ

アプローチに関連する取組内
容

245
（仮）プラザノー
ス整備事業

市民局
大宮北部地域
複合施設建設
準備室

図書館やホール、北区役所な
どの機能を複合化し、さらに
特色として芸術創造・ユーモ
ア機能を含めた複合施設を北
部拠点宮原地区に整備しま
す。

構想・検討 事業化検討 事業中

（仮）プラザノース整備をPFI
手法で実施するため、PFI法に
基づく実施方針、特定事業の
選定など一連の手続きを実施
しました。

７ 健全な行財政運
営
８ 公共施設の適正
配置

整備手法については、民間の
資金、経営能力及び技術的能
力による事業コストの削減
や、より質の高い公共サービ
スの提供が期待されるPFI手法
を活用しました。施設建設に
ついては、市民の交流や文化
のニーズに応え、また、地域
の活性化や地域づくりを支援
するため、多機能を備えた複
合施設としました。

246
（仮）片柳地区複
合公共施設建設事
業

政策局
コミュニティ
課

地域住民のコミュニティ形成
の拠点となる施設を図書館と
の複合施設として片柳地区に
整備します。

構想・検討 事業中
完成
（17年度）

用地を取得し、建設工事に着
手しました。

３ 市民活動の支援
８ 公共施設の適正
配置

市民のコミュニティ活動の場
の充実を図り、多様な市民の
交流による地域の活性化や地
域づくりを支援するため、多
機能を備えた複合施設としま
した。
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